
 

正門脇の桜の葉も、もうすべて落ちてしまいました。 

気がつくと雪のたよりが聞かれる季節となってきました。 

あっという間に師走もあとわずかです。 

 

「あきらめず、仲間と共に勝利の道を歩み出せ！」のスローガンに

始まった令和７年度の運動会。高学年ならでは

の活躍は、他にも球技大会・陸上大会・ブラスバ

ンド部の合同音楽発表会やコンサートなどの部活動でもよく表れていまし

た。また、林間学園・修学旅行・校外学習、異学年での遊びの会、そして、各

教科の学習など多くの学校の教育活動で発達段階に応じた子ども達のがんば

りが見られました。そのところどころで「あいさつとチャレンジ」「当たり前

のことをばかにせずちゃんとやる」の大切さを子ども達に伝えてきました。 

先日の持久走記録でもスタート前の緊張を和らげようと友だちを鼓舞する姿、最後まであきらめ

ることなく自分の力を出し切る姿、友だちを後押しする応援の声、最後に全員がゴールした時の保

護者のみなさまの温かい拍手…などなど子ども達の懸命に取り組む姿に大きな成長を感じました。 

 

そのような子ども達の姿の他にも今年心に残ったシーンのひとつがあります。それは、世界陸上

でのインタビューを受ける松戸市出身の村竹ラシッド選手の姿です。何が足りなかったのかと号泣

しながらも自分の思いを言葉にする姿は心に迫るものがありました。そこには、それまでの努力を

重ねてきた姿や思いを素直に伝える誠実さを感じます。だからこそその思いに共感し、多くの方が

心から応援したのだと思います。 

子ども達も努力を重ねてもときにはくじけそうになってしまうことはあるかもしれません。しか

し、失敗体験や成功経験のどれもが子ども達の大きな力となっていると感じています。そこには、励

まし、共に切磋琢磨する友だちや周りの人達などの支える存在もあるのだと思います。 

 どのように時代が変わっても信頼されるのは人の持つ努力と誠実さです。子ども達の「主体的に

取り組むことができる力、くじけず、へこたれず、あきらめない心」に

は、人の持つ誠実さを感じるものです。 

 

子ども達は多くの学校生活の中で友だちと関わり、ひとり一人がそれ

ぞれ成長した 2学期でした。それも保護者や地域のみなさまに支えてい

ただき、大きな事故もなく無事に教育活動を実践することができたから

だと思います。あらためて感謝申し上げます。ありがとうございました。 

 

いよいよ子ども達が楽しみにしている冬休みが始まります。 

年末年始はあわただしい中にも、さまざまな行事があります。この時期だからこそ経験できるこ

とをたくさん子ども達に体験させ、有意義な冬休みを過ごしてほしいと思います。 

 

良いお年をお迎えください。 

 

１２月-２号 №１０ 令 和 ７年 １２月 ２３日 

松戸市立常盤平第二小学校 

校 長  保 坂  和 志  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 行事予定

7 水 ３学期始業式

8 木 ４時間日課　 給食開始

9 金 委員会

12 月

13 火
千教研

６年英語学力状況調査

教育相談日

14 水 水曜日特別日課 全校5時間

15 木 ＳＣ来校日

16 金 クラブ④（３年生見学会）

19 月

20 火 児童会役員引継ぎ式

21 水 水曜日特別日課

22 木

23 金

26 月

27 火 ＬＡＴ

28 水
水曜日特別日課全校5時間

⑤６年平和語り部

ＳＣ来校日

29 木

30 金
５時間日課

授業参観

成人の日

スペシャルサポートルーム開設　９：００～１１：００　１／９（金），１３（火），２３（金），２７（火）

 
○ 「小さな親切」運動松戸支部 作文コンクール 

・市長賞  ６年      さん 

・教育長賞 ２年      さん 

 

○ いきいきちばっ子「オリジナル弁当コンクール」 

・佳作 6年      さん 「ネギたっぷり炒飯弁当」 

〃   6年       さん 「千葉県の海の幸 山の幸弁当」   

個人情報不掲載の申し出のあった方は掲載していません。ご了承ください。 

 

網掛け部分は、 

通常の時間と変更があります 



 １ 始業前の児童への見守り事業について  

○ 昨年度お伝えしたように松戸市の事業のひとつとして共働き家庭等の保護者が安心して家から子ど

もを送り出せることに寄与することを目的として朝の見守り事業を１／１９実施する予定です。 

 詳しくは、スクリレで配信する手紙を参照ください。 

  

2  ICT機器のルールの確認について 

○ 冬休みにお子さんと再度確認してほしいことがあります。 

それは、タブレットを含む、SNS、ゲーム機などの ICT機器の使い方についてです。 

 最近の小学生のスマートフォンの所持率は年々増えている感じを受けます。それに伴い、ネットトラブ

ル、生活習慣の不規則化など今まで少なかった問題が、小学生でも現れ始めています。 

 子ども達は持っていなかったツールへの願望から、・みんな持っている・仲間に入れないなどさまざま

な理由で親を説得します。特に年末年始はお願いする理由がたくさんあるのです。 

 しかし、その弊害として、よくありがちな事例は、購入すると LINE で連絡を取り合うようになりま

す。すると中には、夜遅くでも連絡してくる相手も出てきます。返事をすることだけで寝不足になった

り、学習も含めた生活時間がなくなったりすることがでてくるのです。 

つまり、 

 

 

などという事案が発生しています。 

これは、ラインだけに限らず、ゲーム、動画サイト、数多くの SNSにも言えることです。利便性が優

先され、ハードルが下がり、報道されるような事件などの可能性にもつながってきます。秘匿性のある

SNSに誘われるままに使用することにもなりかねません。そうならないにしても限りなくゲームや SNS

に依存すると、やらなければならないことが後回しになります。トラブルにもつながることになりかねま

せん。学力にとっても大きな妨げになっていることは言うまでもありません。 

このゲームや SNS学校で情報モラルについての指導は行っていますが、起こってしまったトラブルへ

の対応は学校では難しいのです。 

スマートフォン・ゲームなど ICT 機器を与える保護者の責任として、ぜひこの休みに使い方のルール

と管理を再度確認してほしいと思います。  

子ども達は、人が持っていないもの、人より扱い方を知っているという人より優位であるという承認欲

求を簡単に満たすために上記のような悪循環にはまってしまうことはありがちです。そうすると睡眠な

どの生理的欲求は阻害され、一番大切な学力や自分から考えて行動できる力など自己実現欲求に届かな

いということはよくあることなのです。 

大きなトラブルにならない前のこの冬休み中にご家庭で再度使い方のルールの確認をお願いします。 

１ 安易に不必要なグループラインやチャットに参加 

２ 保護者の知らないところで遅い時間までの使用 

３ 短い文面で誤解やトラブルが発生 

４ 大きな問題となるまで周囲は気づかない 



12.5  寒い日ですが、めざせ！計算マスター!!の取組が始まりました～。 

 

 

急に冷え込みが厳しくなってきました。初霜を見つけた子ども達は口々に霜柱があったよと教えてくれ

ます。中には大きな霜柱のかたまりを大事そうに持ってくる子がいるのもどの時代もどこの学校でも見

られる冬の到来の風物詩ですね。 

今日から金曜日の朝自習で全校計算マスターの取組が始まりました。 

100マス計算のタイムを縮めていきます。1問間違えるごとに 1秒加算されます。 

1年生はたし算、2年生以上はかけ算で 2分以内をめざすのです。 

昨年度、速い子は、なんと 1分を切ったそうです。1人達成するとどんどん達成する子

が出てくるのもよくあることなのです。 

大切なことは、集中して計算技能を高めようと取り組む姿勢なのです。 

少しずつでもがんばる姿を伸ばしてほしいと思います。 

（もう今では右の画像ように計算マスターに近づいてる子も多くなっているのです。） 

12.10   ３年生書き初め練習 

 

いよいよ書き初めの練習が始まりました。練習が始まるといよいよ３学期ももう少しだなと感じる風物

詩となっています。書き初めは本来１月２日に行います。本来は字を描くことの上達や心新たに１年の抱

負に願いを込めることとされています。 

そんな書き初めの取組ですが、練習を重ねることで筆遣いや筆の運び方のコツが身についてきます。する

と字形やバランスも整ってくるのです。ただ書くのではなく、手本を見ながらどの位置にまとめるのか、

自分の文字と見比べて、次に書くときはどこを意識するのかなど考えながら練習に取り組むことが上達

のコツなのです。そうすると、集中力や観察力が高まってくるのです。 

１年生は「お正月」、２年生は「元気な子」の文字を硬筆で書きます。３年生以上は毛筆です。 

３年生は「ゆき山」、４年生は「初もうで」、５年生は「美しい空」、６年生は「新春の朝」です。 

楽しみながらじっくりと取り組んでほしいと思います。 


